
宗
教
的
規
範
意
識
に
署
す
ろ
考
察菅

圓

吉

　
　
宗
激
の
本
質
に
…
幽
す
る
問
題
が
長
南
に
歯
磨
の
哲
學
界
紳
學
界
の
論
議
の
中
心
こ
な
っ
て
居

　
り
幾
多
の
論
文
が
現
は
れ
つ
、
あ
る
事
は
既
に
學
者
達
の
知
る
塵
で
め
る
。
而
し
て
此
の
論
議

　
は
必
然
に
身
ω
触
魯
σ
q
δ
ω
○
諺
℃
臨
〇
二
の
吟
昧
こ
な
る
の
で
あ
る
。
　
私
は
此
の
大
き
い
問
題
を
静
思
で
解

　
決
し
よ
う
ご
す
る
の
で
は
な
い
。
若
し
舳
敷
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
な
る
語
が
許
さ
る
～
な
ら
ば
、
そ
は

　
我
々
の
経
験
に
於
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
々
に
し
ょ
う
ご
私
は
つ
こ
め
る
に
す
ぎ
濾
。

　
多
く
の
疑
問
ご
不
十
分
の
職
の
あ
る
事
、
且
又
膿
験
ご
思
索
ご
の
不
和
に
際
し
て
は
思
索
を
犠
牲

　
に
し
て
泡
奪
い
膿
駿
を
生
か
さ
う
ご
努
力
し
た
事
は
私
自
身
之
を
意
識
し
て
み
る
。
唯
だ
大
方

　
の
指
南
に
よ
つ
で
此
■
の
過
失
を
正
し
得
ば
本
懐
の
至
で
あ
る
。
此
の
一
尺
を
草
す
る
に
當
っ
て

　
私
は
図
’
○
簿
○
及
び
U
臼
捧
讐
p
§
に
殊
更
に
乃
貝
ふ
威
が
多
い
。

　
　
≦
○
ぴ
剛
）
。
§
貯
が
極
力
主
張
す
る
機
に
現
代
の
宗
敢
學
は
シ
ュ
ラ
イ
ヘ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
方
法
よ
り
多
く

麟
學
ば
ね
ば
な
ら
諏
。
彼
に
從
へ
ば
宗
敷
ご
呼
ば
る
、
特
殊
な
現
象
は
人
間
の
意
識
の
中
に
そ
の

1
　
　
　
　
　
宗
教
的
規
範
意
識
に
關
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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｝
凶

出
登
黙
を
有
す
る
。
此
の
意
識
の
事
實
の
中
に
彼
は
し
。
。
鷺
8
竃
旨
碍
。
〉
ぴ
回
同
ぎ
σ
q
同
σ
q
】
〈
o
熱
型
h
竃
｝
げ
ご
呼
ば

る
，
、
直
接
な
る
自
己
意
識
を
求
め
た
。
此
の
純
粋
な
る
懲
己
意
識
は
ウ
ォ
ッ
バ
ミ
ン
が
云
ふ
如

く
へ
へ
σ
q
磐
N
ド
5
自
σ
q
契
乱
α
回
江
謹
ω
一
二
O
o
巳
覧
湧
6
同
δ
門
℃
ω
｝
．
0
8
同
○
σ
q
8
、
｝
で
あ
っ
て
シ
ュ
ラ
イ
ヘ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
自
身
彼

の
潟
＆
魯
の
中
、
に
此
の
戚
情
の
直
接
性
は
記
述
し
難
き
も
の
で
あ
る
ご
云
っ
て
み
る
Q
直
接
な

る
自
己
意
識
こ
し
て
の
絶
閣
筆
依
の
景
情
は
…
箪
な
る
形
式
心
理
學
的
作
用
で
は
な
い
。
云
ふ
泡

も
な
く
彼
は
過
っ
て
此
の
戚
情
を
自
然
科
學
の
封
象
に
於
け
る
如
く
σ
q
o
鵯
霧
揺
ぎ
農
。
財
に
取
扱
ひ

因
果
律
の
範
疇
を
そ
れ
に
適
癒
し
て
遽
に
そ
の
直
接
性
を
失
は
し
め
た
G
然
し
彼
の
最
初
の
そ

し
て
正
當
な
る
行
方
を
正
確
に
學
ば
う
こ
す
る
我
々
は
此
の
過
失
を
避
け
つ
、
純
粋
な
る
自
己

意
識
の
事
實
の
吟
味
よ
り
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
借
、
我
々
が
精
紳
科
學
の
見
地
を
ビ
る
以
上
、
形
式
的
心
理
學
は
臼
己
意
識
に
慌
て
何
事
も
云
ふ

惹
き
賢
覧
を
持
だ
な
い
。
認
識
論
的
解
決
は
肝
要
で
あ
る
、
然
し
そ
れ
が
自
我
ビ
外
界
ご
の
關
係

の
み
を
取
扱
ひ
、
そ
の
結
果
が
濁
我
論
（
ω
o
一
嘗
。
労
言
）
或
は
自
我
の
紳
化
或
は
汎
紳
論
こ
な
る
聞
は
不

十
二
分
で
あ
る
。
入
生
は
よ
り
一
暦
豊
富
で
あ
る
、
何
ε
な
れ
ば
へ
へ
庫
主
自
ヨ
図
ω
o
属
蓉
け
9
副
ヴ
、
貯
陛
。
困
9
鉱
。
昌

8
畠
拓
。
曇
2
～
6
昏
一
ぴ
醇
艶
○
ヨ
夢
。
も
。
即
答
巴
ω
o
貯
器
『
怠
○
昌
8
簿
Φ
冷
H
一
9
く
ム
く
。
誉
困
．
｝
v
（
自
普
錺
8
号
興
単
昏
Φ
国
3
憎
嵩
巴

く
p
H
ま
℃
・
O
い
）
そ
れ
故
自
己
意
識
は
自
我
ご
他
我
ご
の
關
係
の
中
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
漁
Q
　
コ



　
ー
キ
ン
は
彼
の
倫
理
學
の
中
に
云
ふ
」
こ
U
興
》
＆
興
ρ
窪
興
巴
叶
2
0
⑳
P
碧
飢
興
¢
δ
嘆
§
σ
q
α
。
。
。
H
9
．
、
、

　
、
、
U
冷
爵
禄
①
お
Ω
o
貯
冨
匿
σ
q
仲
宮
紆
ヨ
Ω
o
器
昆
ρ
全
ω
ω
号
補
窯
。
び
窪
発
電
。
・
畠
冨
β
窪
溜
。
σ
q
門
熊
ぞ
ユ
。
鼠
σ
a
2
仲
ρ
、
、
　
●

　
、
、
d
蕊
2
0
Q
Φ
H
ぴ
ω
け
9
二
・
器
。
。
冨
。
診
♂
け
貯
巽
ω
8
旧
い
一
三
①
耳
環
。
け
舞
の
b
d
9
ぐ
話
ω
岱
魯
μ
儀
2
》
芝
山
興
g
び
○
（
一
言
σ
q
け
、
、
（
も
。
．
Q
冨
）

　
人
間
關
係
ご
事
物
閣
係
ご
は
相
異
れ
お
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
コ
ー
エ
ン
は
績
け
て
云
ふ
。

　
、
、
U
ゆ
。
。
ω
o
同
び
。
。
号
璽
毒
。
。
ω
誘
。
貯
〔
㌶
篭
鼠
。
［
昏
く
○
コ
く
Φ
o
冨
。
同
け
妻
Φ
鼠
2
日
律
号
ヨ
H
o
げ
窪
興
国
捧
暑
気
巳
ρ
毎
ρ
儀
磐
9
包
。
窪

　
鱒
淳
9
ω
器
ω
夢
Φ
駐
。
【
お
p
Ω
o
塗
鉱
ω
ワ
団
ω
酵
叶
。
…
養
田
σ
q
離
”
出
鉱
○
β
巴
ω
母
。
。
団
δ
露
。
長
田
ゆ
。
。
ω
凶
銭
幽
魯
窪
b
d
o
≦
器
ω
け
の
。
窪
ω
》
鉱
ω

　
無
鴛
紆
。
。
ω
o
欝
o
p
乏
遷
9
N
賃
儀
。
巳
（
2
、
、
（
Q
Q
●
鴇
ω
）
そ
れ
故
自
己
意
識
そ
れ
自
身
は
軍
な
る
認
識
論
的
な

　
も
の
で
な
く
し
て
倫
理
的
の
も
の
で
あ
る
Q
自
己
意
識
は
魁
會
な
く
し
て
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
◎

　
我
々
の
所
謂
自
己
意
識
は
常
に
そ
し
て
必
然
的
に
『
汝
』
ご
『
余
』
ε
の
翼
々
（
望
N
邑
回
琵
σ
q
薦
＆
ω
。
。
。
）
で

　
あ
る
。
『
余
』
は
『
汝
』
な
く
し
て
は
存
在
せ
す
、
『
汝
』
は
『
余
』
な
く
し
て
は
存
在
し
な
い
。
然
ら
ば

　
自
己
意
識
は
温
會
を
前
提
ご
し
、
而
し
て
そ
の
就
會
は
倫
理
原
則
な
く
し
て
は
成
立
し
な
い
。
か

　
く
考
へ
れ
ば
．
『
汝
』
ご
『
余
』
こ
の
主
命
は
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
倫
理
原
則
の
上
に
基
く
。

　
帥
ぢ
自
己
意
識
は
當
爲
の
意
識
の
存
す
る
慮
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
る
Q
換
言
す
れ
ば
冠
會
の

　
根
笹
た
る
規
範
の
上
に
自
己
意
識
は
立
つ
。
更
に
換
言
す
れ
ば
自
己
意
識
を
可
能
な
ら
し
む
る

槻
　
も
の
は
規
範
で
あ
る
。
か
く
て
我
々
は
自
己
意
識
は
規
範
意
識
で
あ
る
ざ
云
は
ね
ば
な
ら
組
。

ユ　
　
　
　
　
宗
教
的
説
範
意
識
に
閥
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
山
ハ

而
し
て
規
範
は
偶
然
的
に
で
は
な
く
し
て
當
爲
の
意
識
へ
墓
く
庭
の
総
て
の
普
遍
要
當
的
理
解

の
根
本
ビ
な
る
。
美
は
し
き
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
、
科
獣
的
學
説
及
び
道
徳
的
劃
断
に
關
す
る
普
遍
要
當

的
理
解
は
自
己
意
識
を
成
立
せ
し
む
る
規
範
に
基
づ
く
、
そ
れ
故
我
々
は
規
範
ε
同
じ
数
の
自

己
意
識
を
持
つ
事
こ
な
る
。
通
常
此
．
等
の
規
範
は
論
理
的
、
審
美
的
、
倫
理
的
な
る
三
つ
の
規
範
の

中
に
概
括
さ
れ
、
此
等
の
三
つ
の
規
範
の
中
に
於
て
直
接
な
る
経
験
が
與
へ
ら
れ
る
。
若
し
此
の

直
接
性
が
失
は
れ
る
な
ら
ば
眞
善
美
に
…
關
す
る
標
準
即
ち
規
範
は
あ
り
得
な
い
。
今
若
し
宗
激

　
リ
ア
ル

が
眞
實
な
る
も
の
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
同
じ
内
的
直
接
牲
を
有
せ
ね
ば
な
ら
濾
。
　
然
ら

ば
問
題
は
如
何
に
し
て
此
の
中
敷
的
規
範
が
自
己
意
識
の
中
に
見
出
さ
る
〉
や
ε
云
ふ
事
で
あ

る
。　
そ
は
他
の
三
規
範
に
並
立
せ
る
第
四
規
範
な
り
や
、
或
は
他
の
三
規
範
全
禮
に
樹
立
し
關
係
し

て
與
へ
ら
る
、
も
の
な
り
ゃ
Q

　
此
の
問
題
を
解
決
す
る
重
め
に
は
我
々
は
先
づ
卵
管
意
識
そ
れ
自
身
及
び
三
規
範
意
識
の
性

．
質
を
明
自
に
せ
ね
ば
な
ら
濾
・

　
規
範
意
識
は
必
然
に
そ
の
性
質
に
於
て
反
規
範
性
（
乞
。
§
≦
凶
9
，
凶
σ
q
ぎ
詳
）
を
含
む
、
何
ε
な
れ
ば
當
爲

の
意
識
は
不
戦
野
の
意
識
な
く
し
て
は
考
へ
得
な
い
。
か
く
て
規
範
意
識
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る

曜



　
程
そ
の
反
規
範
性
が
一
層
強
く
戚
燐
ら
れ
る
。
物
を
多
く
知
れ
ば
知
る
程
、
我
々
は
己
が
無
知
を

　
煮
る
。
第
二
的
良
心
が
鏡
露
な
れ
ば
な
る
程
、
我
々
は
一
億
強
く
悪
を
意
識
す
る
。
美
を
求
む
る

　
に
切
な
る
程
醜
を
戚
す
る
事
甚
し
い
換
言
す
れ
ば
規
範
意
識
は
本
來
二
元
的
で
あ
る
。
此
の
二

　
元
性
は
か
の
有
名
な
る
ロ
マ
書
七
章
に
㎡
ウ
管
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
み
る
。
此
面
か
ら
血
忌
ご

　
統
一
ご
に
饗
す
る
憧
憬
が
生
れ
、
宗
敷
が
始
る
Q
そ
れ
故
若
し
宗
敏
的
規
範
が
三
規
範
に
並
立
せ

　
る
第
四
規
範
な
り
ビ
せ
ば
、
そ
は
本
質
的
に
二
元
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
そ
は
李
和
ご

　
統
一
を
師
ち
宗
敏
を
求
め
ね
ば
な
ら
組
ご
云
ふ
不
合
理
を
生
す
る
。
そ
の
結
果
宗
激
的
規
範
は

　
第
四
規
範
で
は
あ
り
得
な
い
。
然
ら
ば
次
に
此
等
の
三
規
範
は
如
何
に
相
互
に
開
面
す
る
や
。

　
冨
鄭
塁
3
旨
Φ
お
が
云
ふ
如
く
此
等
の
。
へ
く
9
鍵
＄
錠
¢
8
0
乙
川
舜
乾
け
。
＄
9
0
畠
Φ
厭
．
タ
、
①
同
影
く
。
δ
。
。
叶
夢
。
円
圃
寒
け
0

　
　
8
g
鉱
く
0
9
冨
σ
q
ε
〆
も
O
h
＜
鉱
毒
・
。
霧
鳥
ε
Φ
民
の
慕
信
唱
。
昌
ρ
8
清
興
・
国
ρ
9
＜
a
5
ρ
瓜
9
μ
鋤
臨
も
。
o
ω
鼠
穿
。
虐
9
躍
嘱
奉
甥
創

　
。
｝
p
・
ぼ
旨
静
。
彰
夢
。
博
導
出
。
融
餌
器
嬬
恋
①
老
。
騰
δ
b
8
・
O
h
夢
。
く
震
δ
霧
毒
冨
Φ
ω
鈴
冨
2
簿
器
儀
3
0
虐
巴
鴨
君
恩
工
δ
§
o

　
o
h
夢
。
ヨ
8
器
興
く
。
霧
け
一
δ
9
拓
眺
§
母
目
。
論
旨
く
巴
器
冷
○
奪
乱
民
。
財
夢
o
O
夢
㊤
ω
9
『
①
ε
げ
。
号
号
。
巴
ご
（
国
け
2
一
μ
巴

　
話
穿
。
も
・
ω
℃
O
）
師
ち
此
等
三
親
範
中
一
つ
が
譲
歩
す
る
ご
云
ふ
事
は
な
い
、
然
し
科
學
．
藝
術
、
道
徳
は

　
我
々
の
全
精
紳
生
活
に
そ
の
絶
鋤
的
姜
當
を
要
求
す
る
Q
而
し
て
彼
等
の
何
れ
も
他
を
征
服
す

鵬
　
る
事
は
出
麗
な
い
。
此
の
規
範
意
識
の
異
質
性
の
事
實
の
中
に
我
々
は
我
々
の
精
虫
生
活
が
そ

王　
　
　
　
　
宗
敏
的
規
範
意
識
に
蘭
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
七
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一
入

の
最
後
の
統
一
を
鉄
く
る
を
見
出
す
。
何
こ
な
れ
ば
論
理
的
、
審
美
的
、
倫
理
的
規
範
の
い
つ
れ
も

精
瀞
の
最
後
の
統
一
を
供
給
し
得
な
い
。
然
し
心
は
そ
の
統
一
を
求
め
て
止
ま
諏
。
斯
て
此
塵

に
帥
ち
最
後
の
統
一
を
訣
く
て
ふ
直
親
の
中
に
我
々
の
自
己
意
識
は
そ
の
最
高
黙
に
到
達
す
る
。

而
し
て
統
一
は
必
然
に
多
様
を
馬
長
す
る
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
、
此
の
最
高
統
一
は
三
規
範
意
識

を
そ
の
内
容
ご
す
る
多
…
標
の
統
一
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
最
高
の
自
己
意
識
は
三
焼
範
意
識
の

事
實
ま
）
生
起
す
る
不
和
の
意
識
に
他
な
ら
な
い
。
我
々
が
内
的
不
和
を
意
識
す
る
時
、
我
々
は

心
の
最
後
の
統
一
を
騰
験
す
る
。
然
し
此
の
統
一
は
三
規
範
に
於
て
見
る
ご
同
じ
仕
方
で
膿
験

せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
い
、
何
こ
な
れ
ば
此
の
最
絡
統
一
は
我
々
が
心
の
不
和
を
威
じ
る
時
の
み

之
を
禮
験
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ヂ
ユ
う
く
ト

　
此
の
内
的
不
和
の
意
識
は
拒
ま
れ
ざ
る
禮
験
の
事
象
で
あ
っ
て
軍
な
る
構
想
で
は
な
い
Q
そ

は
我
々
の
精
紳
に
於
け
る
他
の
心
的
経
験
ご
同
じ
程
度
に
於
て
我
々
が
経
験
し
得
る
。
而
し
て

．
是
こ
そ
我
々
が
華
麗
現
象
ご
呼
ぶ
虚
の
も
の
、
根
本
で
あ
る
。
そ
の
外
的
表
現
に
は
種
々
異
れ

る
標
相
が
あ
ら
う
ビ
も
そ
の
根
祇
は
此
の
内
的
不
和
、
不
統
一
の
意
識
に
す
ぎ
な
い
。

　
か
く
我
々
が
不
和
の
直
謝
に
面
す
る
時
、
我
々
は
絶
樹
愚
依
の
戚
情
を
膿
験
す
る
。
然
し
此
亭
の

戚
情
は
そ
の
清
極
的
側
面
に
重
て
は
受
動
的
順
服
で
あ
る
が
、
そ
れ
ビ
同
時
に
積
極
的
側
面
に
於



　
て
は
天
啓
を
導
き
入
れ
る
。
此
庭
か
ら
我
々
は
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
の
宗
敷
説
（
肉
亀
σ
q
ご
挙

　
夢
o
o
誌
。
）
が
軍
な
る
主
勝
馬
山
｝
義
で
な
い
申
畢
を
知
る
Q
爾
即
ち
彼
に
於
て
は
ω
o
同
等
〇
〇
馨
｛
は
乱
σ
q
o
》
ぴ
賦
一
嵩
σ
q
㎡
一
（
魚
け
？

　
σ
q
魯
含
は
○
。
置
郵
σ
げ
警
σ
q
凶
σ
q
門
門
三
①
一
μ
く
霧
O
O
洋
ビ
同
じ
い
。
換
言
す
れ
ば
笹
葺
風
景
の
戚
情
は
そ
の
中

　
に
出
島
性
を
既
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
オ
ッ
バ
・
・
、
ン
及
び
ド
ン
ク
マ
ン
が
云
ふ
如
く
宗

　
　
　
　
　
　
な

　
激
な
る
概
念
ご
共
に
超
主
観
的
（
口
，
鍵
ω
鐙
ぼ
Φ
姦
♂
、
①
）
實
在
ど
し
て
の
紳
の
概
念
が
既
に
輿
へ
ら
れ
て

　
み
る
。
邸
ち
我
々
が
宗
敏
を
一
の
特
殊
な
る
規
範
こ
し
て
禮
験
す
る
ご
き
我
々
は
既
に
紳
の
面

　
前
に
立
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
紳
ご
天
啓
ビ
は
又
同
時
に
興
へ
ら
る
、
も
の
で
あ

　
る
。
　
我
∵
々
は
舳
敷
以
外
に
於
て
、
た
ご
へ
ば
哲
學
に
於
け
る
が
・
如
く
紳
を
論
じ
得
る
、
又
宗
激
以
外

　
に
於
て
、
た
ピ
へ
ば
藝
術
に
於
け
る
如
く
天
啓
を
語
り
得
る
。
然
し
哲
學
に
於
て
も
、
藝
術
に
於
て

　
も
紳
ざ
天
啓
ご
は
省
陰
。
・
卜
書
で
は
な
い
。
面
こ
な
れ
ば
哲
學
に
於
け
る
紳
は
必
ず
し
も
彼
自
身

　
を
啓
示
せ
な
い
、
而
し
て
詩
人
や
書
家
の
天
啓
は
必
ず
し
も
紳
か
ら
で
は
な
い
。
然
し
丁
字
な
る

　
人
々
は
天
啓
な
く
し
て
は
淋
を
考
へ
宮
参
又
忍
な
く
し
て
は
天
啓
を
考
へ
得
な
い
。
敬
度
な
る

　
人
々
は
紳
の
存
在
の
理
論
的
又
は
實
践
的
塗
扇
よ
り
し
て
棘
を
知
る
の
で
は
な
く
し
ぐ
、
只
だ
彼

　
等
の
並
樹
慧
依
の
戚
情
の
中
に
於
て
の
み
直
ち
に
紳
を
勝
る
。
帥
ち
紳
ご
は
抽
象
的
反
省
の
旧

慣
論
的
結
論
で
は
な
一
し
て
我
々
の
意
識
の
彼
方
に
横
は
れ
る
心
的
實
在
の
直
接
経
験
で
あ
る
。

1　
　
　
　
　
宗
敏
的
規
範
意
識
に
醐
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
學
研
究
　
第
入
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

我
々
が
我
々
の
心
に
絶
封
的
統
一
を
敏
く
事
を
知
る
ご
同
時
に
我
々
は
そ
の
統
一
そ
れ
自
身
を
・

経
験
す
る
、
而
も
そ
の
統
一
は
超
越
的
　
　
全
能
的
實
在
ご
し
て
我
々
の
心
の
中
に
入
り
來
る
の

で
あ
る
（
天
啓
）
。

　
此
の
絶
醤
的
全
能
的
統
一
ご
し
て
の
、
帥
は
宇
宙
論
的
或
は
心
理
幽
霊
統
一
を
云
ふ
の
で
は
な
．

く
し
て
、
全
く
超
越
的
意
昧
に
於
け
る
統
一
で
あ
る
。
郎
ち
我
々
が
経
験
す
る
三
規
範
の
統
一
の

根
面
ε
し
て
叉
前
提
ご
し
て
そ
は
部
分
的
（
℃
舞
芭
ヴ
、
）
に
我
々
に
経
験
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
塵

に
宗
敷
の
舎
理
性
が
現
は
れ
る
。
、
、
国
。
，
韓
鼠
魯
昌
。
ξ
σ
q
2
9
号
謡
量
ω
切
Φ
ノ
く
房
。
，
［
ω
①
闘
¢
q
窪
》
び
峯
蹟
喧
（
○
律

く
○
¢
o
貯
。
ヨ
づ
図
窪
g
号
。
。
ゆ
。
営
踏
窪
○
Φ
農
一
H
『
山
霧
も
。
良
8
0
魯
。
無
帽
p
沸
く
2
5
d
昌
2
♂
話
鼠
回
嵩
。
び
。
げ
臼
鑓
q
審
囲
導
ぴ
。
箸
？

言
旨
配
。
凶
ぼ
ミ
（
津
ヨ
篶
ぽ
謬
ω
。
台
＼
）
ご
≦
．
貯
q
色
び
弩
〔
剛
が
云
ふ
の
は
つ
ま
り
同
じ
事
を
意
片
す
る
の
で
あ

る
。
紳
聖
な
る
者
ご
呼
ば
る
、
紳
こ
し
て
の
絶
醤
的
統
一
は
そ
の
本
性
に
於
て
超
論
理
的
，
超
審

美
的
超
倫
灘
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
組
。
「
般
に
如
何
な
る
宗
師
に
於
て
も
帥
は
、
霜
崩
、
理
性
、
意
志
，

全
能
、
意
識
等
の
客
語
を
以
て
正
確
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
而
し
て
此

の
過
程
は
有
限
な
る
面
こ
し
て
の
入
間
の
比
讐
に
於
て
思
考
さ
る
、
が
故
に
、
総
て
此
等
の
客
語

は
完
全
又
は
計
画
な
る
形
容
詞
を
附
せ
ら
る
、
。
か
く
℃
客
語
は
明
白
に
し
て
正
確
で
あ
り
、
か

ぐ
形
客
さ
れ
元
る
高
命
の
樹
象
は
合
理
的
ε
幕
せ
ら
る
、
。
此
の
合
理
化
的
過
程
は
殊
更
に
我



蕊14＄

我
の
所
謂
高
級
宗
敷
（
團
μ
蒔
げ
窪
お
に
σ
q
δ
霧
）
の
中
に
明
自
に
槻
察
さ
れ
る
Q
然
し
我
々
は
此
の
過
程
に

饗
し
て
注
意
を
彿
は
ね
ば
な
ら
諏
。
何
こ
な
れ
ば
合
理
的
客
語
は
紳
の
本
性
を
盤
、
し
得
な
い
。

我
々
は
帥
の
本
性
そ
れ
自
身
は
非
合
理
的
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
訟
。
我
々
は
屡
々
紳
聖

停
亀
圃
＝
δ
9
な
る
概
念
を
專
ら
完
、
全
な
る
善
ご
し
て
の
絶
樹
な
る
倫
理
的
客
語
こ
し
て
用
み
る
9

カ
ン
ト
も
道
徳
原
理
に
自
律
的
に
從
ふ
塵
の
意
志
は
淋
聖
で
あ
る
ε
云
ふ
。
且
叉
我
々
が
義
務

律
法
の
紳
聖
を
語
る
際
に
は
我
々
は
倫
理
的
必
然
及
び
そ
の
普
遍
的
安
當
を
考
へ
る
。
然
し
此

の
語
は
使
用
法
は
正
確
で
は
な
い
。
紳
聖
な
る
概
念
は
…
軍
に
以
上
の
要
素
を
含
有
す
る
計
り
で

な
く
更
に
そ
れ
以
上
多
く
の
要
素
を
保
持
す
る
、
そ
は
セ
ミ
チ
ッ
ク
、
ラ
タ
ン
、
グ
ソ
ー
ク
及
び
そ

の
他
‘
の
言
語
に
於
け
る
．
是
の
同
等
語
よ
り
し
て
知
ら
る
、
如
く
本
源
的
に
は
倫
理
的
要
素
を
含

ま
な
い
Q
帥
ち
そ
れ
は
夫
自
身
特
有
の
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
塑
○
簿
。
は
是
を
窯
毒
ρ
ぽ
○
ω
o

ε
呼
び
而
し
て
績
け
て
謂
っ
て
曰
く
そ
は
規
定
さ
る
旨
き
も
の
で
な
く
只
だ
・
。
δ
『
叶
窪
ぴ
母
の
も
の

で
あ
る
ご
。
我
々
は
聴
衆
に
あ
る
国
号
を
與
へ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
彼
等
が
自
身
に
そ
を
経
駿
し

得
る
黙
迄
彼
等
を
導
き
得
る
の
み
で
あ
る
Q
そ
れ
は
、
、
前
山
σ
鍵
、
、
で
は
な
く
し
て
只
だ
と
碧
お
σ
q
冨
ご

。
芸
、
O
o
喜
鍵
し
～
、
δ
農
霧
二
く
9
・
瀞
鍵
・
。
山
禽
μ
り
O
魚
。
。
挫
。
ω
同
（
o
蒙
旨
．
べ
○
蓉
ρ
U
四
方
。
馨
σ
q
ρ
ω
●
N
）

　
此
．
の
紳
聖
な
る
絶
風
威
情
は
ミ
諺
団
。
・
叶
。
呼
量
＃
臼
り
蚕
益
戸
蕎
、
、
ご
し
て
記
述
さ
れ
う
み
。
而
し
て
此
■

　
　
　
　
集
教
的
規
範
意
識
に
關
す
る
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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二
二

の
盆
景
は
オ
ッ
ト
の
云
ふ
如
く
審
．
美
的
経
験
の
中
に
そ
の
最
も
近
い
比
類
を
見
出
す
ご
錐
も
そ
．

は
審
美
的
経
験
ご
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
は
ざ
こ
迄
も
超
審
美
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
積
極
的

内
容
は
我
々
自
身
に
よ
っ
て
経
験
さ
れ
ね
ば
な
ら
漁
ε
云
ふ
事
を
心
に
ご
め
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

　
日
捲
ヨ
2
砦
き
は
恐
怖
を
意
超
す
る
。
此
の
恐
怖
は
蓋
然
的
又
は
物
理
的
な
も
の
で
は
な
く
し

て
只
だ
属
⊆
ヨ
貯
。
ω
○
の
範
疇
に
よ
っ
て
解
さ
る
珍
き
も
の
で
あ
る
。
　
そ
は
へ
へ
遷
8
髭
団
｝
、
諭
。
回
ぼ
σ
Q
又
は

我
々
の
所
謂
。
ぶ
号
○
『
＝
へ
鑓
9
舜
こ
の
威
情
で
あ
る
。
特
有
な
る
而
し
て
他
の
心
的
経
験
よ
り
派
出

さ
れ
ざ
る
宗
藪
の
範
疇
こ
し
て
の
此
の
威
情
を
離
れ
て
は
宗
敏
の
起
原
に
間
す
る
歴
史
的
解
騨

は
不
可
能
で
あ
る
。
（
o
け
．
ζ
鍵
①
欝
及
び
ω
竃
窪
巨
。
ヨ
）
そ
れ
計
わ
で
な
く
此
の
恐
怖
は
高
級
宗
敷
の
中

に
も
見
得
る
。
此
の
恐
怖
は
幽
珍
談
に
よ
っ
て
原
因
さ
れ
π
る
恐
怖
の
減
じ
の
中
に
於
て
最
も

よ
く
比
類
を
見
う
る
。
注
意
す
べ
き
は
此
の
舞
。
窪
M
彰
な
る
戚
情
は
恐
怖
或
は
驚
異
に
封
ず
る
肉

禮
的
反
動
に
よ
っ
て
原
因
さ
れ
得
ざ
る
一
つ
の
専
属
な
る
も
の
で
あ
る
事
で
あ
る
。

　
蕾
約
聖
書
に
於
て
ヤ
ー
ウ
ェ
の
怒
或
は
新
約
聖
書
に
於
け
る
書
忌
簿
も
は
此
の
威
情
に
よ
っ
て

鮮
明
さ
る
可
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
の
怒
は
倫
理
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。
帥
の
怒
・

は
か
く
れ
た
る
自
然
的
力
勢
の
如
く
或
は
屡
々
例
こ
し
て
引
か
る
＼
電
卓
の
如
く
不
可
思
議
に

も
そ
れ
自
身
を
啓
示
す
る
。
そ
は
量
う
得
べ
か
ら
す
し
て
そ
の
意
の
ま
、
に
動
く
。
此
は
紳
を
、



　
倫
理
化
す
る
人
々
に
は
考
へ
得
な
い
事
で
あ
ら
う
が
、
然
し
此
露
に
こ
そ
眞
の
紳
聖
な
る
要
素
が

　
あ
る
○

　
　
日
器
導
窪
曾
ヨ
は
第
二
の
要
素
ご
し
て
カ
（
唱
9
掃
円
○
「
♂
8
。
）
或
は
q
げ
費
四
Φ
ノ
〈
聾
な
る
概
念
を
含
む
聖

　
オ
ッ
ト
は
是
を
ヨ
a
。
簿
記
ε
呼
ぶ
。
此
は
囚
暦
＄
貯
お
。
塗
臣
の
反
醤
で
あ
っ
て
図
桟
＄
け
謹
σ
Q
。
隷
三
ご
は
絶
饗

　
な
る
カ
に
饗
し
て
戚
巷
ら
る
絶
倒
の
無
力
の
戚
情
即
ち
絶
甥
慧
依
の
威
情
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
日
誌
旨
窪
曾
謹
の
第
三
の
要
素
は
オ
ヅ
ト
に
從
へ
ば
自
学
お
δ
で
あ
る
。
此
は
怒
の
概
念
の
中
に
既
．

　
に
現
は
れ
た
。
そ
は
覧
青
嵐
・
瀞
昏
ω
3
σ
q
・
よ
り
高
級
営
倉
に
至
る
迄
重
大
な
る
役
目
を
演
ず
る

　
も
の
で
あ
っ
て
、
生
け
る
紳
な
る
概
念
は
是
に
基
く
。
此
、
は
然
し
常
に
哲
學
的
反
駁
を
生
避
す
る
，

　
何
ご
な
れ
ば
顎
脚
は
此
の
紳
の
心
入
的
概
念
を
呪
ふ
。
宗
激
が
そ
の
用
語
の
比
類
的
性
質
を
忘

　
れ
る
以
上
此
の
哲
学
の
反
抗
は
正
し
い
、
然
し
此
の
用
語
が
帥
の
非
合
理
的
性
質
を
表
示
す
る
も

　
の
な
る
商
う
に
於
て
宗
激
は
正
し
い
ビ
は
我
々
の
批
鋼
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
れ
計
り
で
な

　
く
む
は
宗
敷
が
合
理
化
さ
る
、
を
防
止
す
る
唯
酬
の
武
器
で
あ
る
。

　
　
以
上
我
々
は
客
語
日
藁
莞
躊
q
毎
冨
の
性
質
を
見
た
。
次
ぎ
に
我
々
は
主
語
の
ジ
身
ω
審
夢
§
に
凍
る
。

　
此
の
綜
合
的
な
る
客
語
伴
お
ヨ
。
民
営
冒
は
甚
だ
密
接
に
建
白
富
馨
ヨ
の
概
念
ご
相
結
ぶ
故
に
二
者
は

櫛
　
殆
ざ
分
離
さ
れ
難
い
。
然
し
此
の
二
者
を
し
ば
ら
く
分
離
し
て
郎
、
団
、
叶
。
騰
一
．
一
博
冨
の
特
牲
を
明
自
に
す

1
　
　
　
　
　
宗
敏
的
規
範
慰
識
に
關
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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幽
る
事
は
不
可
能
で
な
い
。

　
瀞
秘
な
る
語
は
ω
鍾
碧
σ
q
自
。
の
3
＝
難
白
き
ノ
郵
藏
。
巳
置
貯
繋
や
浮
9
露
の
p
8
。
。
を
意
解
す
る
。
而
し
て
そ
は
宗
敷

の
範
團
に
於
て
は
こ
号
ω
⑱
磐
N
嚢
・
薄
粥
P
、
、
我
々
の
一
般
経
験
の
雇
域
以
外
に
横
は
る
慮
の
も
の
を
意
、

昧
す
る
。
此
は
原
始
時
代
の
宗
激
の
中
に
最
も
明
臼
に
見
ら
れ
得
る
。
然
か
し
霊
魂
に
關
す
る

無
謬
韓
8
8
9
①
黛
一
〇
昌
は
此
庭
に
持
來
っ
て
は
な
ら
鉛
、
何
こ
な
れ
ば
碧
一
鼠
。
。
斎
堂
は
紳
秘
を
合
理
化
し

よ
う
ご
す
る
最
初
の
試
み
で
あ
る
。
我
々
は
原
始
宗
敷
に
於
て
自
然
的
に
非
ら
ざ
る
野
象
に
よ

っ
て
原
因
さ
れ
だ
る
特
有
の
経
験
を
見
出
す
○
此
の
封
象
は
ω
鴬
簿
｝
号
爵
ρ
o
β
ご
普
通
呼
ば
れ
、
そ
れ

等
の
幻
想
的
な
る
偶
像
や
面
謁
は
同
じ
き
不
可
思
議
な
る
素
謡
の
威
情
を
創
造
し
得
る
標
製
作

さ
れ
て
る
る
。
　
ω
壱
窪
舜
舞
辞
ω
毛
。
騰
冨
厳
碧
な
る
概
念
は
此
の
属
具
の
む
し
ろ
積
極
的
客
語
ご
見
、

ら
る
可
き
で
あ
る
。

　
棘
秘
は
軍
に
恐
怖
さ
れ
驚
異
さ
れ
る
計
り
で
な
く
嘉
慶
讃
美
さ
れ
る
。
此
の
最
後
の
要
素
を

オ
ッ
ト
は
男
舘
9
δ
ω
戸
暮
ご
呼
ぶ
Q
彼
は
云
ふ
、
、
ω
○
σ
q
回
，
鎚
。
薯
○
宇
鋼
製
。
窪
σ
錠
山
霧
U
ぎ
§
誘
。
〒
O
α
豊
一
。
冨
二
。
ヨ

○
Φ
ヨ
ゥ
房
2
，
ω
O
財
O
言
①
嵩
H
（
鎗
μ
P
笛
○
δ
O
岸
O
昌
組
目
鉱
N
＜
O
嵩
鑓
叶
O
騎
Q
・
δ
圃
O
ぴ
Q
。
①
田
圃
q
●
　
d
、
昌
鳥
旺
①
囚
h
6
9
叶
二
「
隻
O
＜
○
尻
葺
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

o
轟
簿
。
幽
囚
山
2
法
戯
⑱
簿
の
ヨ
〈
9
奉
σ
q
窪
し
】
霧
ぼ
膨
自
門
N
寓
σ
q
姦
。
ザ
島
窪
〉
曇
二
〇
σ
㎏
賦
。
げ
謡
当
日
謀
長
5
＜
o
⇔
号
♂
智
。
も
。

搾
σ
q
2
9
＜
け
。
。
ぱ
7
磐
N
戸
一
鉱
σ
q
ま
p
　
U
霧
ヨ
）
、
ω
8
昏
州
再
思
叶
浮
9
巳
。
同
誹
配
○
ω
。
。
甑
霧
を
毎
鉱
。
＆
9
8
v
o
。
。
轟
け
鍵
ヨ
髪
9



　
　
岳
。
。
！
ぎ
鼠
巽
く
亀
。
・
9
ρ
貸
善
①
謁
号
。
・
留
壽
簑
一
↓
姦
凱
Φ
窪
陣
舞
ω
○
。
欝
μ
ぴ
①
葺
。
ぎ
巳
ρ
翅
茸
Φ
冨
ω
。
＆
Φ
毛
隻
ω
勲
導

　
　
国
暮
慧
。
訂
邑
ρ
舞
ω
○
浄
σ
Q
Φ
壼
σ
q
N
門
暮
日
p
び
§
歯
糞
露
国
磐
ω
o
げ
。
。
置
μ
曽
鉱
σ
q
興
白
河
ρ
舞
ω
豆
9
屯
営
9
0
α
o
コ
ぐ
鴬
《
§
σ
q
o
切

　
㌧
9
。
。
毒
ヨ
窪
・
、
、
　
（
U
霧
頃
①
凶
ε
o
。
。
．
＆
鴇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

　
・
団
器
。
窪
○
ω
ド
§
の
合
理
化
さ
れ
た
る
概
念
は
愛
、
慈
悲
、
同
情
で
あ
る
、
然
し
そ
れ
等
は
そ
の
本
性
を
盤

　
し
得
な
い
事
は
云
ふ
泡
も
な
炉
。
丁
度
淋
の
怒
が
非
合
理
的
で
功
る
ご
同
じ
く
、
そ
の
反
樹
の
紳

　
の
恵
も
非
合
理
的
で
あ
る
。
我
々
は
聖
な
る
語
を
以
て
記
述
す
る
可
く
除
儀
な
く
さ
れ
る
ご
難

　
も
、
そ
れ
が
軍
な
る
恵
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
，
か
く
我
々
面
骨
聖
な
る
意
識
の
中
に
其
根
本
要
素
こ
し
て
の
鑓
団
。
・
叶
。
｝
白
v
＃
。
筥
¢
巳
圃
毎
♂
智
。
・
。
貯
○
質
§

　
の
三
概
念
を
見
た
面
し
て
是
等
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
宗
敷
意
識
の
非
合
理
性
を
表
現
す
る
。
幽

　
虞
に
然
し
我
々
は
宗
敷
に
於
い
て
最
も
意
義
深
き
罪
な
る
概
念
を
吟
帰
す
る
を
忘
れ
て
は
な
ら

　
澱
、
何
ご
な
れ
は
そ
は
宗
敷
意
識
の
必
然
的
前
提
で
あ
る
。
勢
力
は
一
般
に
罪
を
遊
徳
律
の
違
反

　
ε
同
撮
す
る
。
然
し
宗
敷
に
於
け
る
罪
な
る
概
念
は
活
お
斜
暦
西
翠
塗
詳
無
力
の
威
情
（
冷
魯
鳳
0
9
0
㌘
δ
、
、

　
こ
μ
貯
σ
q
器
ω
ω
〉
と
等
し
い
。
そ
は
紳
聖
細
面
に
封
ず
る
露
の
、
、
毒
ヨ
酵
色
σ
錠
ω
℃
o
昌
種
鴛
ρ
貯
ω
二
蓬
け
巳
自
｝
誇
ω
鴎
σ
q
。

　
臼
霧
費
。
。
色
ぴ
簿
9
σ
≦
2
冨
一
己
窪
Ω
。
下
戸
㌶
＄
亀
。
一
飼
（
U
器
海
亀
σ
q
o
∵
、
ω
・
ぐ
）
で
あ
る
Q
そ
は
三
聖
威
情
ざ
同

斑
時
に
與
へ
ら
れ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
道
徳
律
の
蓮
反
を
反
省
す
る
事
に
よ
っ
て
原
因
さ
れ
る
も
の

1
　
　
　
　
　
宗
教
的
規
範
憲
識
に
關
す
ろ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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で
な
い
。
そ
は
遣
徳
的
三
面
で
は
な
く
し
て
、
宗
敷
的
割
断
で
あ
る
。
そ
は
絶
鋤
的
鷲
。
引
引
団
の

下
情
で
あ
る
。
此
の
罪
の
概
念
は
輩
に
個
々
の
行
爲
に
激
す
る
も
の
で
な
し
ご
し
て
総
て
の
創
．

造
物
の
上
に
坐
す
る
者
に
劃
し
て
の
人
間
的
存
在
そ
れ
自
身
に
古
す
る
。
勿
論
そ
は
倫
理
観
念

ご
密
毒
す
る
ご
は
錐
、
囚
玉
戸
舞
N
o
量
昌
は
之
を
捨
去
り
得
な
い
。
否
、
そ
れ
計
り
で
な
く
≧
鼠
き
ω
。
Q
午

≦
。
答
が
倫
理
的
過
失
に
持
來
た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
罪
の
意
識
が
生
遇
し
我
々
は
我
々
を
己
が

カ
の
無
能
定
破
滅
と
に
導
く
彪
の
意
識
に
よ
っ
て
さ
い
な
ま
れ
る
。
軍
に
自
然
的
な
る
又
輩
に

倫
理
的
な
る
入
間
は
此
の
罪
が
何
で
あ
る
か
を
了
解
し
得
な
い
。
倫
理
的
要
求
の
み
が
人
々
を

破
滅
に
迄
追
放
し
て
救
濟
を
求
め
し
む
る
に
至
る
ε
云
ふ
激
説
は
惜
に
究
極
の
眞
理
を
見
て
み

な
い
。
倫
理
的
に
眞
面
目
に
し
て
、
勇
敢
に
正
義
の
生
活
を
生
き
よ
う
ビ
す
る
人
々
は
あ
る
。
而

も
そ
の
人
達
は
救
濟
を
解
せ
す
し
て
反
っ
て
肩
を
い
か
ら
し
つ
、
そ
を
拒
否
す
る
。
彼
等
は
己

の
完
全
で
な
い
事
、
又
失
敗
す
る
事
を
知
る
、
然
し
彼
等
は
自
己
激
育
の
方
法
の
み
に
愚
憎
し
て
、
如

何
な
る
他
の
も
の
に
も
己
を
托
し
な
い
。
（
朝
・
冒
糞
。
9
齪
δ
＜
9
幕
臨
Φ
ω
や
。
。
ω
）
そ
れ
故
翠
に
倫
理
的
見
．

地
の
み
に
立
っ
て
は
救
濟
へ
の
要
求
、
特
有
な
る
宗
敷
的
性
質
を
有
す
る
善
へ
の
六
二
、
帥
ち
順
罪
、

（
。
老
聾
§
㌧
或
は
8
＜
¢
冠
砂
⑳
へ
の
希
求
は
あ
り
得
な
い
Q
反
回
罪
を
被
る
ε
云
ふ
無
念
は
キ
ー
ウ

エ
宗
敷
に
曾
て
最
も
明
臼
に
見
ら
れ
う
る
。
そ
は
驚
異
の
表
現
郎
ち
不
意
（
膜
。
壁
器
）
な
る
も
の
は



　
論
…
聖
な
る
も
の
に
近
附
き
…
得
な
い
ご
云
ふ
威
情
で
あ
る
が
く
て
そ
の
聖
な
る
も
の
に
近
附
く
爲

　
め
に
は
そ
の
不
同
が
被
は
れ
な
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
か
、
る
『
被
ひ
』
は
部
ち
『
求
め
』
と
な
る
Q
　
此

　
の
『
浄
め
』
の
手
段
は
そ
の
本
源
的
意
昧
に
於
て
は
恵
で
あ
る
、
何
ご
な
れ
ば
そ
は
聖
な
る
も
の
自

　
・
身
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
Q
聖
な
る
も
の
自
身
が
不
浄
な
る
も
の
ご
の
交
う
を
可
能
な
ら
し
め

　
る
道
を
備
へ
る
の
で
あ
る
。
此
の
行
爲
は
ソ
ッ
チ
ル
に
見
る
如
き
倫
理
的
古
説
の
云
ふ
威
の
不

　
－
信
任
を
取
濾
す
ご
云
ふ
過
程
ご
は
全
く
異
れ
る
も
の
で
め
る
。

　
　
我
々
の
駈
露
語
罪
は
此
の
被
ひ
の
磯
飽
せ
る
標
相
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
根
本
思
想
は
前
述
の

　
如
く
不
露
な
る
も
の
が
聖
な
る
も
の
、
前
に
立
っ
て
、
そ
の
聖
を
漕
さ
む
事
を
恐
れ
、
そ
れ
に
近
附

　
き
能
は
濾
ε
云
ふ
威
情
に
他
な
ら
ぬ
。
此
の
例
は
イ
ザ
ヤ
書
癖
の
五
に
於
け
る
豫
言
者
イ
ザ
ヤ

　
の
言
葉
及
び
マ
タ
イ
最
近
の
五
以
下
に
於
け
る
カ
ベ
ナ
ウ
ム
の
セ
ン
チ
ユ
リ
ォ
ン
の
談
の
中
に

　
見
ら
る
～
。

　
　
此
の
籔
罪
へ
の
要
求
を
今
少
し
具
春
雨
に
解
明
し
よ
う
。
我
々
は
道
徳
的
に
失
敗
す
る
。
而

　
し
て
我
々
が
そ
の
悪
行
を
高
慮
に
責
め
る
時
我
々
は
無
償
急
な
る
戚
じ
を
経
験
す
る
Q
次
ぎ
に

　
悔
．
悟
が
入
り
摩
る
。
然
し
面
外
に
全
く
他
の
範
疇
に
寵
す
る
鋼
断
が
あ
る
、
帥
ち
そ
は
我
々
の
悪

夢
　
行
が
我
々
を
汚
す
ご
云
ふ
鋼
断
で
あ
る
。
我
々
は
自
身
を
も
は
や
責
め
な
い
が
我
々
は
只
だ
き

1
　
　
　
　
　
宗
教
的
規
範
意
識
に
蘭
す
る
考
婿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
二
七
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た
な
き
も
の
ご
し
て
立
つ
。
か
く
て
悔
悟
で
は
な
く
て
嫌
忌
が
此
戚
情
の
本
質
こ
な
る
。
此
庭

に
於
て
洗
溝
の
比
類
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
う
る
一
の
要
求
が
生
す
る
。
以
上
の
第
一
の
劉
噺

冠
第
二
の
専
断
ご
は
同
俘
は
す
る
が
爾
者
は
全
く
異
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
事
は
明
自
で
め

る
。
此
の
第
二
の
鋼
断
の
み
が
此
丈
で
賦
罪
の
比
毛
ε
し
て
適
癒
さ
れ
う
る
。
此
の
順
罪
の
帥

秘
は
キ
ソ
ス
ト
敢
に
於
て
そ
の
最
高
黙
に
到
達
す
る
。
キ
ソ
ス
ト
敷
は
完
全
な
る
宗
敏
で
あ
る

ビ
云
は
る
、
、
何
ピ
な
れ
ば
我
々
は
そ
の
中
に
宗
敷
に
本
質
的
な
る
も
の
、
完
全
な
る
表
現
を
見

る
。
か
く
て
若
し
我
々
が
聖
書
的
藍
建
性
を
眞
に
保
持
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
キ
リ
ス
ト
激
信
仰

中
に
於
て
事
忌
の
要
素
を
噺
念
ず
る
事
は
爵
來
な
い
。
換
言
す
れ
ば
キ
ソ
ス
ト
敷
的
経
験
の
中

に
於
て
我
々
は
紳
聖
槻
念
が
そ
の
賦
罪
の
方
法
の
根
祇
で
あ
る
事
を
明
自
に
し
得
る
Q
新
約
の

．
紳
は
稽
約
の
帥
よ
り
よ
り
少
く
榊
聖
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
多
く
紳
聖
で
あ
る
。
帥

ピ
創
造
物
こ
の
距
離
は
新
約
に
於
て
短
縮
さ
れ
π
の
で
は
な
く
て
無
限
大
と
な
さ
れ
た
Q
無
慣

値
な
る
戚
情
は
新
約
よ
り
除
去
さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
堰
大
さ
れ
た
。
如
何
に
し
て
紳
が
入

類
に
近
附
き
う
る
か
は
愛
の
榊
な
る
安
達
な
立
偏
説
に
於
け
る
如
く
容
易
に
自
明
の
事
象
ビ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

て
取
扱
は
れ
な
い
。
唯
一
圏
の
解
明
は
融
の
不
可
知
の
恵
　
　
偉
大
な
る
逆
説
に
よ
る
。
此
の
逆

説
を
除
去
す
る
事
は
キ
ソ
ス
ト
敷
の
破
壊
を
意
昧
す
る
。
此
の
神
秘
が
倫
理
化
さ
れ
る
一
瞬
に



　
櫨
隅
疑
が
生
長
す
る
。
棘
の
愛
と
正
義
ご
の
矛
盾
が
頭
を
も
た
げ
る
。
ω
ρ
け
齢
塗
。
ぼ
。
昌
夢
o
O
受
や
H
ヨ
冥
誉
τ

　
乱
9
二
冨
。
受
が
提
供
さ
れ
る
。
然
し
そ
は
無
敷
で
あ
る
、
何
ε
な
れ
ば
人
格
化
さ
れ
、
愛
を
以
て
飾
ら

　
れ
た
る
溢
徳
的
意
志
ご
し
て
の
紳
を
根
祇
こ
す
る
倫
理
的
見
地
よ
り
し
て
は
宗
敷
の
非
合
理
的

　
．
経
験
そ
れ
自
身
は
解
決
さ
れ
得
な
い
。

　
　
以
上
我
々
は
三
規
範
意
識
の
事
實
よ
り
出
即
し
て
心
の
最
絡
統
一
の
歓
乏
を
見
下
し
だ
、
而
し

　
て
我
々
は
此
の
最
絡
統
一
を
禮
験
す
る
時
に
始
め
て
宗
敷
的
規
範
意
識
に
面
接
す
る
。
然
し
此

　
の
神
懸
は
卓
立
の
直
接
経
験
は
血
ビ
肉
な
る
骨
骸
に
過
ぎ
な
い
。
具
騰
的
な
る
宗
敢
軸
心
験
は

　
　
　
セ
ン
ス

　
常
に
郷
軍
的
経
験
に
よ
っ
て
俘
は
れ
る
。
超
自
然
的
な
る
意
識
は
自
然
的
な
る
意
識
を
有
せ
す

　
孤
立
す
る
も
の
で
な
い
。
然
ら
ば
問
題
は
如
何
に
し
て
此
の
純
粋
な
る
宗
激
的
規
範
意
識
が
具

　
面
的
経
験
の
書
置
ビ
相
盛
窮
す
る
や
ε
云
ふ
事
で
あ
る
。
（
濁
逸
語
の
国
募
9
δ
ご
津
琶
肖
巷
σ
q
は
此

　
の
直
接
経
験
ご
具
禮
的
経
験
ご
を
匿
凝
す
る
に
適
當
で
あ
る
）
。

　
　
棘
に
窮
す
る
意
識
は
何
等
か
の
意
味
に
於
て
世
界
に
關
す
る
意
識
ご
關
草
せ
ね
ば
な
ら
濾
・

　
此
庭
か
ら
我
々
は
所
謂
沸
の
存
在
の
忌
明
へ
の
動
機
を
解
す
る
人
々
は
経
験
的
（
。
ヨ
鳳
勢
。
勝
事
實
か

　
ら
出
登
し
て
理
智
的
萢
路
を
辿
り
つ
、
超
自
然
穎
才
在
の
確
實
性
に
到
達
し
よ
う
ご
し
た
。
然

出
し
そ
れ
は
認
識
論
的
に
不
可
能
で
あ
る
は
明
臼
で
あ
る
、
何
ご
な
れ
ば
そ
は
自
然
的
意
識
（
一
μ
9
仲
醒
「
9
同

主　
　
　
　
　
　
宗
敷
的
規
範
意
識
に
湖
す
る
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
九
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三
Q

o
O
蕊
綿
雲
撃
窃
。
・
）
を
聖
上
的
野
職
の
蓮
繹
者
ご
し
よ
う
こ
す
る
。
そ
れ
計
り
で
な
く
此
庭
に
叉
、
超
自

然
酌
に
關
す
る
意
．
識
を
自
然
的
に
堕
す
る
意
識
の
必
然
的
俘
侶
ビ
し
て
前
提
こ
す
る
危
瞼
が
存

在
す
乃
、
そ
の
露
結
ε
し
て
は
神
に
思
す
る
意
識
の
聡
警
の
可
能
と
云
ふ
事
が
ゆ
る
さ
れ
な
く

な
る
。
無
宗
敷
域
は
非
宗
敷
的
経
験
な
る
も
の
は
絶
壁
的
に
緋
除
さ
れ
ゐ
。
宗
敏
の
必
然
性
は

具
禮
的
空
然
的
意
識
の
中
に
自
動
的
に
且
又
概
念
的
に
見
出
さ
れ
う
る
論
理
的
必
然
性
ビ
な
る
。

然
し
我
々
は
宗
敢
が
自
然
的
意
識
の
総
て
の
様
相
に
俘
は
な
い
事
、
更
に
我
々
は
芝
敷
を
全
く
有

せ
訟
場
合
を
見
出
す
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
我
々
は
必
ず
し
も
常
に
道
徳
的
、
叉
は
審
美
的
で

な
い
如
く
、
我
々
は
常
に
鷲
敷
的
で
は
な
い
。
例
へ
は
肉
置
的
情
熱
に
興
奮
せ
る
者
、
或
は
無
反
省

に
マ
ハ
無
理
解
に
生
き
る
者
は
宗
激
的
経
験
よ
り
遽
か
る
。
そ
れ
故
我
々
は
総
て
の
自
然
物
理
的

意
識
は
宗
激
蘭
で
あ
る
ご
は
云
ひ
得
な
い
、
然
し
そ
れ
ε
共
に
「
他
方
あ
る
自
然
的
意
識
へ
霞
野
寄
凶
。
9

8
蕊
9
量
窮
。
・
）
は
宗
激
的
意
識
の
根
抵
を
築
き
上
ぐ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
濾
。
此
は
宗
激
的

意
識
が
世
界
的
意
識
（
乏
①
冨
9
＜
翁
ω
岱
。
ε
ご
共
に
生
起
す
る
ビ
云
ふ
の
で
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
、
若

し
さ
な
b
こ
せ
ば
宗
敏
的
意
識
の
楼
展
は
世
界
的
意
識
の
純
粋
な
る
理
論
的
獲
展
に
の
み
慧
依

す
る
Q
從
っ
て
二
号
的
意
識
は
哲
學
的
世
界
槻
の
結
果
に
す
ぎ
な
く
な
る
Q
此
の
事
惜
は
、
理
智

の
代
り
に
他
の
心
理
懸
濁
作
用
を
補
ふ
事
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
得
な
い
、
何
ε
な
れ
ば
か
、
る
情



　
意
の
生
活
は
我
々
を
特
有
な
る
宗
敷
的
意
識
に
導
か
な
い
が
、
る
生
活
の
範
園
に
穿
て
は
我
々

　
は
只
だ
生
命
或
は
自
己
保
存
へ
の
要
求
の
内
に
の
み
動
く
◇
然
し
此
は
宗
敷
の
興
の
動
機
で
は

　
な
い
、
早
撃
な
れ
ば
自
己
保
存
の
本
能
は
有
機
的
生
活
の
総
て
の
階
段
に
於
て
槻
察
さ
れ
得
る
。

　
（
9
U
舞
搾
ヨ
碧
P
園
Φ
同
ご
9
一
。
・
℃
繧
。
ω
○
℃
窪
Φ
ω
．
8
α
）

　
　
宗
敷
酌
意
識
ご
自
然
的
意
識
こ
の
關
係
に
翼
の
導
線
を
與
へ
ら
る
も
の
は
規
範
意
識
で
あ
る
、

　
何
こ
な
れ
ば
一
方
に
は
自
然
科
學
の
世
界
を
そ
し
て
他
方
に
は
早
昼
の
特
性
を
含
有
す
る
は
規

　
範
意
識
の
特
徴
で
あ
る
。
規
範
意
識
は
一
方
客
槻
的
世
界
に
關
連
す
る
ご
共
に
他
方
宗
激
の
超

　
自
然
的
経
験
に
も
關
連
す
る
。
そ
れ
故
若
し
上
敷
的
意
識
が
自
然
科
學
的
維
験
ビ
關
聾
せ
ね
ば

　
な
ら
澱
と
す
れ
ば
そ
は
規
範
意
識
を
の
み
通
じ
て
可
能
で
あ
る
。

　
　
借
夢
此
の
規
範
意
識
は
所
謂
理
想
主
義
を
生
超
せ
し
む
る
の
種
々
の
反
論
も
あ
ら
う
が
理
想
圭

　
義
を
ば
我
々
は
規
範
の
要
求
を
充
足
す
る
事
に
よ
っ
て
規
範
意
識
の
二
元
性
を
征
服
し
よ
う
ご

　
目
論
む
精
神
的
活
動
ざ
定
義
し
得
よ
う
。
然
ら
ば
前
述
の
事
よ
り
し
て
此
の
理
想
主
義
は
人
間

　
精
魂
の
玉
垣
の
而
し
て
叉
最
高
の
活
動
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
我
々
の
努
力
に
よ
っ
て
理
想
を

　
獲
得
し
う
る
ご
云
ふ
普
通
め
考
は
遇
っ
て
み
る
。
何
ご
な
れ
ば
理
想
主
義
は
征
服
さ
る
輝
き
二

一
元
性
を
壇
長
せ
し
め
る
。
か
く
て
人
間
文
化
の
磯
展
が
宗
敏
を
無
用
に
す
る
ご
の
説
は
自
己
欺

1　
　
　
　
　
宗
弓
削
的
規
範
窟
識
に
關
す
る
考
漿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
ご
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三
二

噛
で
あ
る
。
文
明
の
進
歩
な
る
も
の
が
我
々
の
規
範
意
識
ご
論
理
的
に
分
離
し
得
な
い
二
元
性

に
基
く
以
上
は
丈
明
は
（
Ω
く
津
鐸
け
δ
二
）
は
救
濟
（
O
Q
巴
町
僕
窪
．
を
提
供
し
得
な
い
。
そ
れ
故
囚
鼻
罎
冨
げ
窪

は
オ
イ
ケ
ン
が
云
ふ
如
く
そ
の
本
質
に
於
て
戦
の
生
活
で
あ
る
。
囚
餌
ヨ
℃
ぬ
○
・
。
ご
云
ふ
事
は
冠
＄
7

δ
玖
σ
q
ぎ
津
　
で
め
る
。
か
く
て
は
我
々
は
理
想
主
貼
義
又
は
文
化
生
活
の
範
國
に
於
て
は
霊
の
李
和

を
獲
得
し
え
な
い
Q
我
々
は
理
想
主
義
よ
り
よ
り
高
き
あ
る
も
の
を
要
す
る
、
然
ら
ず
ん
ば
我
々

の
精
神
生
活
の
最
絡
の
内
的
統
「
は
永
久
に
不
可
能
で
あ
る
。

　
さ
れ
ざ
勲
爵
に
証
す
る
理
想
主
義
的
敷
説
は
榊
の
槻
念
の
内
容
を
三
親
範
の
内
容
ビ
同
覗
す

る
。
か
く
宗
激
を
観
念
す
る
仕
方
に
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
　
一
は
三
規
範
の
中
の
一
を
力
説
す

る
も
の
で
あ
っ
て
此
前
よ
り
理
智
的
理
想
主
義
（
へ
！
ゲ
ル
）
戚
情
的
理
想
主
義
（
シ
エ
ソ
ン
グ
）
意
志

的
理
想
主
義
（
カ
ン
ト
、
シ
、
ペ
ン
ハ
ウ
富
川
）
が
生
嘉
す
る
。
　
他
は
総
て
の
規
範
を
綜
合
し
、
各
規
範
の

中
に
そ
れ
自
身
を
表
現
す
る
最
高
の
精
血
生
活
に
就
て
語
る
嘩
の
も
の
ヘ
フ
ィ
ヒ
テ
、
オ
イ
ケ
ン
）
で
あ

る
。
我
々
は
此
等
の
理
想
主
義
を
一
々
此
虜
で
批
評
し
よ
う
ご
は
し
な
い
。
然
し
紳
に
回
す
る

理
想
圭
義
的
槻
念
は
そ
の
特
有
な
る
宗
論
的
性
質
を
失
ふ
ご
云
へ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
乃
、
何
ご

な
れ
ば
そ
こ
に
は
規
範
意
識
ご
棘
に
黙
す
る
意
識
ご
の
間
に
匠
別
が
な
い
故
に
。
且
又
、
理
想
主

義
は
感
激
的
意
識
の
純
粋
な
る
受
動
性
を
説
明
し
得
な
い
Q
最
後
に
、
理
想
主
義
は
我
々
の
精
紳



生
活
の
中
に
経
験
し
得
る
規
範
を
の
み
取
扱
ふ
が
宗
敷
に
於
て
は
超
圭
観
的
（
ぎ
蕊
鈴
菖
Φ
窪
く
・
）
或

は
超
越
的
性
質
を
有
す
る
規
範
を
取
扱
ふ
、
そ
れ
故
三
規
範
に
於
け
る
如
く
積
極
的
に
又
直
接
に

経
験
さ
る
可
き
も
の
で
な
く
し
て
只
だ
消
極
的
に
、
我
々
め
内
的
不
和
の
意
識
を
蓮
じ
て
の
み
経

験
さ
れ
う
る
9
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
か
く
て
離
籍
酌
規
範
意
識
が
具
騰
的
宗
敷
経
鹸
｝
ざ
な
る
爲
め
に
は
他
の
規
範
意
識
を
通
じ
て

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
理
想
主
義
は
宗
敷
に
塞
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ε
共
に
宗
激
的
規
範
意
識
が
他
の
規
範
意
識
ご
同
視
さ
れ
得
な
い
と
云
ふ
意
味
に
重
て
我

々
は
宗
敷
ご
理
想
主
幾
ご
を
混
同
す
る
過
失
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
o

1155

心
瓢
臥
的
規
範
意
識
に
關
す
る
考
察

三
三


